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ング層の形成に関する研究をまとめたもので 6章からなる。第 1 章は緒論であり，本研究を行うにいたった背景と，従
来の主な研究結果について述べている。
第 2章では，プラズマアーク粉体アロイング法による厚膜耐磨耗アロイング層の形成に対する適正条件を検討してい









































(5) 多層盛法によりアロイング層の粒子分散密度を増加させることにより，アロイング層の硬さ (Hv: 荷重 1.96N)
を増加させることができることを確認するとともに， TiC 粒子では，粒子体積率が40%以上で硬さは急激に増加









(8) 無欠陥で硬さは約 Hv550 ，そして耐磨耗特性は母材 A1060 の約 100 倍，鉄鋼材料 SS400 および SUS304 の
約 10 倍にまで達する Cu+ TiC複合添加アロイング層をアルミニウム表面に形成する PTA 厚膜表面硬化プロセ
スを開発し，その有効性を明らかにしている。
以上のように，本論文は，アルミニウム合金表面への厚膜耐磨耗層の形成法に関する新たな可能性を示すとともに，
アルミニウム合金の耐磨耗'性の改善について多くの知見を与えており，溶接工学およびアルミニウムの表面厚膜改質加
工分野の発展に寄与するところが大きい。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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